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(1705-1762)就 対這些早期解剖結果有疑問。因此他 自己参與了一次人体解剖、 並且在1759年 発
表了他的発見。但是玄白認為他没有任何突破性的見解。不久之后、幕府的医官岡田養仙(1722-
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杉田玄白の 『解体新書』(1774)に かんする研究は多 くあるが、本論文 はそのあまり注 目さ
れていない一側面 日本医学の近代化と視覚経験の関係 を検討するものである。
『解体新書』の序、およびその他の著作の中で、玄白は読者に再三 「面目を改める」ように




である、と解釈 してきた。 この解釈はむろん間違 ってはいないが、ある重要な問題を見落とし
ている。それは、解剖学的に身体を見る時の 「見方」の謎である。
実は、玄白以前にも解剖が行われていた。中国の 『漢書』にすでに解体の記載があり、また
宋代に実施された解体に基づ く内景図は広 く流布された。日本でも 『解体新書』が出版される
十五年前か ら山脇東洋、岡田養仙、藤本良泉などが腑分けを数回おこなっていた。 しか し、玄
白にいわせると、こうしたこころみはついに身体の真相を解明するところまで至 らなか った。
「先輩これ(身 体の構造)を 発明せんと欲 し、間々解割して視る者あり。然れども旧
染 に痼するの際、その蔵骨の旧説 と左 う者を見れば、則ち徒らに以て狐疑す...卒に臚
分すること能わず、以て滅裂にきす_世 に豪傑の士ありと雖も、汚習、耳目を惑わし
ていまだ雲霧を披きて青天を見る能わざるなり。」
山脇東洋 らは体内の現実を目の前にしながらも、旧来の誤 った説に惑わされ、結局ただ 「茫
洋 として」なにも見分けられか った。彼 らの失敗が示唆するように、死体を切り開いてなかを
覗 けば、ただちに 「真の医学」に開眼するわけではない。見れば見えるとは限らない。正確な
解剖学的観察のためには、やはり 「面目を改める」のが不可欠である。







解剖図は体内の観察に基づ く。 目で見たものを絵に描 くのである。 しかし一方その観察 自
体 も、同時に、解剖図に支援、方向づけられるものでもある。絵を描き、絵を見ることによっ
て逆に描かれた現実がより鮮明に見えて くることもある。先輩たちが見えなかったものを玄






学革新の真髄 は、ある 「見方」の発見であった。玄白が西洋の解剖図 と出会 った時、かれを




身体の新 しい描 き方を見て身体の見方が変わ ったのである。そこで もう一つのパズルが出
現する。それは、その描き方自体にたいする見方のパズルである。玄白はどういう目で西洋
画法を鑑賞 したのか。これを明 らかにするために、洋画の先駆者、司馬江漢と佐竹曙山の画
論を参考にするとともに、その画論の背景にある当時の社会経済的危機に注目するのも重要
である。「筆意」を主 とする国に 「無益」な文人画の伝統にたいして、現実をそのまま写す
西洋の画法は、実用的な 「国用の具」として歓迎されたのである。杉田玄白が活躍 した田沼
時代における描き方の問題は、単に絵図の問題だけではなく、政治 ・経済 ・道徳の問題でも
あった。
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